
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
「文化財保存事業費（文化庁）等」でカバーできない事項で、緊急に対応しなければなら
ない対策や地域活性化のための事業を財団法人世界遺産白川郷合掌造り保存財団の事
業として実施するため、白川村が同財団に対して行う助成事業の２分の１以内を補助する。

４ 施策の効果
世界遺産に登録された建物の維持管理が生活者である住民に任されているという特殊
性から対応すべき課題が多く、合掌集落を白川村のみでなく、世界に誇る県の財産としても
保全し、発展させるため、当該補助金を平成９年度に創出し、地域づくりの観点から合掌家
屋の保存をはじめとする緊急対策に取り組んできた。
今後とも、世界遺産集落の価値を後世に継承するとともに、伝統文化の向上と白川村の
振興発展に寄与するため、地域が主体となった地域づくりに対して支援を行う。

５ 要求の内容
①地域活性化事業
・自治保存会活動費助成（白川郷荻町集落の自然環境を守る会）
②修景事業
・外壁等修景
・トタン屋根葺替
・ビニールシート指定色奨励
③修理事業
・差し茅
・伝統的建造物修理
・棟茅葺替
・トタン屋根葺替

６ 用語の解説
○修景事業
合掌集落における良好な景観を保全・創出するため、建築物の外壁やトタン屋根等を統
一色とするなどの事業
○ビニールシート指定色奨励
集落の景観に馴染みやすい茶色ビニールシートの普及を奨励する事業

○差し茅
数十年に一度実施する茅葺屋根の全面葺替とは別に、茅の腐食等により発生した部分
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的なくぼみや漏水箇所を補修するため、破損した箇所に茅を差す作業。
○棟茅葺替
茅葺屋根の最上部（棟）にある「棟茅」を葺き替える作業。

７ 決定内容
決定額 ６，０００千円
今回の補助金の見直しにより、次回の見直しは３年後となるが、「保存財団」の自立
に向けた体制づくりを検討すること。


